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10月

おいしいね いも煮会
秋晴れの10月l lj 、轟江野季節保育所でいも煮会を行いました｡ 父兄のみなさん

か持ち寄-･た111い!､、ねぎなどを。おほさλ たちか特製のかまどで料裂し。さ･･そ

く会食、ｆどもたちは持参したおに ぎりを食べながら、お母さんたらと楽しいひと

ときを過ごしました。



まとまる

会 計 昭和62 年 度

決算報告
９月定 例 議会で 、昭和62 年 度

一般 会 計と特 別会 計の 決算が 認

定 され まし た。 決 算は予 算 と同

じよ うに、町 づ くりを進 め てい

くうえ でたい せっ な もの です。

町 民の皆 さ んが納 め た税金はい

くらか 、その 税金は どの よ うに

使われ てい るのか 、そのあ ら ま

し を 見てみ まし ょう。

62 年 度の一般 会 計の決 算額は 、

歳 入か23 億4,992 万円 、歳出 か23

億 ５８２万 ６千円 です。 突質 収

支額4  .4 万 ４千円 から 地方 自

治法第233 条の ２の 規定 によ る

基金繰 入額2. 万円を 差引い

た額（2,109 万４千 円） が63年

度へ繰越 され まし た。

62 年 ４月 号の 「広報 くにみ 」

が お手 もとにあ り ますか。 そこ

に62 年度 予算の 内容 か でてい ま

すので 、比較 してみ て くだ さい 。)

 6  靆 ) 万円 の 当初予 算か23

億2 万円 にな ったの です か

ら 、約14 ％の伸 び とい うこと に

なりま す。

国嗷支出金

1  億 545万円

(  4 .5 % )

町　 税

６億4 , 978万円

(  27.7 %

地 方譲与 税

5｡冽2万円

(2.20 ふ)

諸 収 入

3｡7111j円

(1.6 ％)

地方交付税

12億5 , 017万円

(53.2％)

'県 支 出 金

4｡638万円

12.{r'ｊ

その他

１億83万円

(4.2 ％)

八助･Ｈ ａ!1

呪交付 命

3｡4S 万円

口 ． ５ °。 ｊ

町　借

7 , 2 万円

(3.1％)

歳
入
　
二
十
三
億
四
千
九
百
九
十
二
万
円

※その他の主な内訳

繰越金、使用料及び手数料

財産収入、分担金及び負担金

交通安全対策特別交付金



昭和62年度決算

一 般

歳
出
　
二
十
三
億
五
百
八
十
二
万
六
千
円

消防 費

｜沁夕皀り川

ぐ･|.６"い

公債費
２位2,471 卵l

(9.7％1

教 育 費

３億8  , 725万円

(  16.8  % )

衛 生 費

３ 偐3  ､ 513万 円

( 14.5 % )土 木 費

３億ま 819 万円

(  15.6 %

総務費

３億3 , 2 万円

(14.4 ％)

良林水癨業費

１駟 扉 川

哨.5‘い

渚支出金

μむご1りり円

5.3｢1､.|

民生費

ｰ .4  つ万円

16.7 ｀IＪ

そ 心 他

8｡％6 万川

(3､9 ％)

特別会計決算
〇国 民 健康保 険特 別会 計

歳 入　 ６億8､ ７２３万円

歳出　 ６億2  , 9 万ー円

ｏ 老人保健 特 別会 計

巌 入　 ４ 億8  ､ 84万 円

歳出　 ４億6  , 35万円

○貝田 簡易 水道特 別会 計

歳 入　　　1,27･1 万円

歳 出　　　 四 5万円

○育 英特 別会 計

歳入　　　　464 万 川

歳出　　　　451 万円

ｃ 人山 財産IK 特別 会 計

歳 入　　　　398 万円

歳 川　　　　392 万円

○藤 ｍ財 産|覡特 別会 計

歳入　　　　256 万円

歳川　　　　251 万円

ｃ 大木 戸吋 産1£特 別会 計

歳 人　　　　 ６ 万円

歳出　　　　　10 万円

○渇 水対 策施設 特別 会 計

歳 入　　　 ３,726万 円

歳川　　　2  ､ 4  ー9万円

ｏ 公共 下水 道事業 特別 会計

歳 入　　　5.653 万円

歳 川　　　4  .527万円

〇官後住宅 団地分譲特別 会計

歳 入　 １ 億4  ｰ 823万 円

， 歳川　1  億 3 , 万 円

※その他の内訳

謎会費、商工費、労働費



町 税 の 内 訳

軽自動車税1.7％ 特別土地保有税0.1 ％

水 道 事 業 決 算 額

収
　

益
　

的
　

収
　
支

�

収
　
入

�
支
出

資

本

的

収

支

� ヱ
　

ｔ

ｉ

営　業 収　益 �4.  3 万円

営 業 外 収 益 �584 万円

計 �一 億 5.227万円

営　業 費　 ｍ �9.933 万円

営 業 外 費 用 �1  .555万円

計 �一 億 1.4 万円

計 � ｏ円

建 設 改 良 費 � ｏ円

企 業 績 償還 金 �8.9  村万円

計 �8.971 万円

毫資本的収入額が資本的支出額に不足する額

8.  1 万円は，過年度分損益勘定留保資金

971万円及び減債禎立金8. 万円で鱸て

んした。

１人当りでは

人-J てく るお金 や使 わ

れる お金を， 町民 一人当

りで割 って みると ど うな

るで し ょう， （一 般会計

の場 合 ）

（　 ）内 の数字 は昨 年度，

（人口 は，61 年 ３月31 日=

 12.143 人，62 年 ３月31

日=  ､  181 人）

歳
　
入

固 定 資 産 税

22 .753円 で21. 6円）

町　　民　　税

.6
円（21,808円）

た ばこ消 費税

4｡471円(  4 ､ 5円 ）

電　　気　　税

2｡503円(  2.4 円）

軽 自 動 車 税

900円(  9円）

特別土地保有税

40円（　　O 円 ）

歳

出

教　　育　　費

31 . 四 1円（ﾜ7,290 円 ）

土　　木　　費

29,如6円(  25. 4円）

衛　　生　　費

27.512円(  25.462円）

総　　務　　費

.310
円( 24. 円）

公　　 債　　 費

18.44 ?円(  17. 四 6円 ）

農林 水産業 費

16.160円 い 1 . 4 円 ）

民　　生　　費

12.614円 い 2.  5円 ）

消　　防　　費

8. 1円(  7. 7円）



一
敬
老

の
日
』
を

加

に
し

た
九
月

十
四

日
、
森

江
野
幼

稚
園

と
森
江

野

小
学

校
で

「
祖
父

母
授
業

参
観

」
が

行
わ

れ
、
大

好
き

な
お
じ

い
ち

ゃ
ん
、

お

ば
あ
ち

ゃ
ん
を

的
に
し

た
園
児

・

児
童

た
ち

は
人
は

り
き

り
．
授
業

参

観
の

あ
と

の
敬
老

の
っ

ど

い
で

は
．

「
こ

ど
も

じ
！
ん

か
・
か
　

一
ち

び

い

こ
二

四
郎

」
な

ど
の
踊

り
の
ほ

か
．

い

．い
し

．
’

う
け

ん
め

い
描

い
た
、
お

じ

い
ち

ゃ
ん
、

お
ば
あ

ち

ゃ
ん
の
似

醢
絵

を

プ
レ

ゼ
ン
ト
し

た
り
楽

し
く

過

ご
し

ま
し

た
．
そ

の
ほ
Ｔ

を
カ

メ

ラ

ル

ボ
し
て

み
ま
し

た
Ｉ

▲おばあちゃんの前で元気よく「ハイツ」

▲熱心に見入るおじいちゃん、おばあちゃん
▲かつこいいr ちぴっこΞ四郎J （小学２年）

▲ かわいい 广ビビディ バピディブーj （幼稚園）

▲おじいちゃん、おばあちゃんに似爾絵をプレゼント

▲作文発表

Ａ何ができるのかな（幼稚圃）



い
い
汗

い
い
顔

い
い
気
分

町

保

健
課

と
町

健
康

づ

く
り
推

進
協

議
会

主

催

の
「
第

一
回

町
民

ウ

ォ

ー
キ

ン
グ
大

会
」

は

、
秋

晴
れ

に
恵

ま
れ

た

十

月
二

日

、
6
8
名

が
参
加

し
て
行

わ

れ

ま
し

た
。

コ

ー
ス
は

福
祉

セ

ン

タ
ー
前

を
出
発

し

、
鳥
取

林

道
－

万

歳

楽
荘

―

小

坂

小
学

校
を

経
由

し

福
祉

セ
ン

タ

ー

前
ま

で
の

約
2
0
㎞

。
途
中

、
小

坂

峠
で

は

、
用
意

さ
れ
た
豚

汁

に
舌

づ
つ
み

を

打

ち
、
再

び
元

気

い
っ
ぱ

い
歩

き
は
じ

め

、
午
後
一
二
時
頃

に

は
参
加

者
全
貝

が

無

事
完

歩
し

ま

し
た
。

参
加

者

の
皆

さ

ん

、

お
疲

れ

さ
ま
で

し
た

。

▲康 れてなんかいませんよ

▲全員で記念撮彫

４用意された豚汁を食べながら

水
逆
料
金
が

安
く
な
り
ま
す

～
水
逆
条
例

．
部
改
正
～

水
道

事
業

は
公
営

企
業
法

を
適
用

し
て

い
ま
す

か
、
過

去
の
多

額

の
借

人
金

に
よ
り

．
長
瑚

に
わ

た
る

安
定

し

た
水

需
要

に
対
応
す

る

胞
設

に
な

り
ま

し
た
’．

前
回

の
料
金

改
定

は
、

第
五

次
拡
張
Ｌ

乍
で

水
敞

の
確

保
と

水
質

｛
赤
木

｝
の
改

片
を

行
う

た
め

昭
和

．柾
卜

し
彫
四
り

に
行

い
ま

し
た
．

そ

の
後

、
経
済

環
境

の
安
定

、
私

道
利

川
膏
祢

位
の

ご
協
力

と
企
業

努

勾

に
よ

り
、
昭
和

八
卜
年

度
か

ら
Ｉ．．

ヶ
り

間

に

．
位
八
ｆ

万
円

繰
上

げ
償

心
を

尖
施

し
ま
し

た
　

こ
の
結

渠
．

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
元
金
と
利
子

の
償
還
額
か
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し

た
借
入
金
の
繰
上
げ
償
還

を
合
め
て
、
長
期
的
な
財
政
計
画
を

基
に
。
今
回
値
下
げ
を
火
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
析
料
金
は
卜
月
分

の
徴
収
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

（

料

金

》

（

）
内
は
旧
料
金

団
体
ｍ

噌
叢
用

．
般
用

川
途
別

2０
立
力
ｊ

1０
立
方
に

1０
立
方
ぴ

基
本
水
量

二
千
八
百
円

こ
一
千
八
百
円
）

千
四
百
円

『

千
九
百
円
）

千
四
百
円

｛

千
九
百
円
）

基

本

料

金

町

長

選

挙

投

票

日

は

仟
明

泌
ｒ

に
什
ら
国

叱
町
長

遯
幸

は
Ｉ

．
り
．气
口
ｔｎ
示

き
れ
、
ト

ー
り

Ｌ

．
．
卜
授

祟
か

吋
わ

り
ま
す

ご

べ
候
柚

卜
七
刀

皿

叫
公

覦
陂

脯
．Ｐ
七

抒
の

説
叫
会

を
・
、
１

り

．『
―
瓦
凵

｛
火
‘
９

後
『
時

．．．卜

分
か
こ

．
役
川

第

．
公

桑
宇
で

行

い

重
す

ぐ
投
票
時
川

ｙ

汕
Ｌ
時
か
八
Ｔ
後
ぺ
叫
ま
で

『
投
票
で
き
る
廴

世
．ｊ
廴
杓
簿
に
卜
録
さ
Ｍ
て

．．
る

り
で
、

こ
昭
和

四

卜
．
．甲
ト

ー
月

十
四

日

ま
で

に

乍
ま

れ
た
卜

し
昭

和
六

卜
．．．年

べ
り

六
日
ま
で

に
転
人
Ｍ
…を
し

た
方

ぐ
乍
在

社
投
『
象

投
祟

町
日

、
仕
事

の
都
（
口
や

病
気
、

川
・畩
．
旅
いけ‥
な

ｙ
で
投

票
で
き

な

い
ち
は
、

Ｉ

．
り
・へ

卜
か
ら
卜

．
り
卜

．
．

口
ま
で
　

（
Ｌ

曜
日
で

も
ｆ
此

者

投
ぎ

か
で
き

ま
す

ご

一
時
川

は
、
沁
日

八
時

．
．卜
分

か

‐
ｙ
卜
後
。ｋ
畤
ま

で
．

町
役
場
内

選
爭
竹

理
ｌ
は

余
で



ふるさとの文化財

5

5
安積屋敷跡（前田舘）

菊　池　利　雄
安積屋敷(前田舘)要図

基図は昭和32年

作成都市計画図

安
積
屋
敷
跡
は
小
坂
字
木
八
丁
に

あ
っ
て
、
現
在
は
東
北
縦
貫
自
動
車

道
国
見
イ
ン
タ
ー
の
敷
地
と
な
っ
て

お
り
、
移
築
前
の
県
重
要
文
化
財
旧

佐
暉
家
住
宅
｛
ａ

作
ご

は
、
こ
の
舘

地
内
に
所
在
し
て

い
た
。

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
正

月
、
伊
達
睛
宗
が
安
積
金
四
郎
に
与

え

た

『
所

領

安

堵

状

』

の

中

に

、

’

伊

連

郡

前

田

（

硯

小

坂

）

ノ

内

、

屋

敷

手

作

ヽ

＝
・
冫

あ

り

こ

戦

心

こ

０

隣

郎
と
あ
る
か
｛

伊
淕
世
心
家
邑

石

″一

条
四
｀
　

｝

郷

の

泉

田

に

は

寺

前

に

安

積

貞

夫

家

一
３

９

爬

嘔

冫

あ

石

。

ま

二

伊

達

晴

宗

采

地

下

賜

録

」

に

よ

っ

て

。

安

禎

金

七

郎

の

所

領

分

布

に

つ

い

て

み

れ

ば

。

『

小

手

の

内

、

羽

川

の

郷

、

親

紀

伊

守

知

行

の

通

残

ず

、

下

長

井

堀

金

の

内

、

一

た

か

田

在

家

、

』

ゆ

ひ

し

ん

在

牽

、

一

上

畏

井

窪

田

の

内

、

岡

在

家

、

一

高

在

家

、

伊

連

半

田

の

内

、

一

窪

の

在

家

、

竹

の

中

在

家

、

係

太

郎

在

家

、

同

郡

仙

田

の

内

、

屋

歌

手

作

、

泉

田

の

内

、

切

田

九

百

刈

、

二

百

畠

、

平

林

、

藤

田

の

内

蛇

塚

。

一

内

谷

の

内

、

切

川

円

百

刈

、

同

林

、

内

谷

の

内

大

橋

在

家

、

是

は

伯

父

太

郎

衛

門

松

音

寺

に

奇

連

中

候

。

・
・
こ

と

。

所

領

は

こ

の

舘

の

近

辺

地

に

集

中

し

て

お

り

、

岡

族

の

安

積

孫

左

衛

門

の

所

俄

も

半

田

・

加

田

・

泉

田

・

内

谷

の

各

郷

と

、

金

四

郎

家

と

分

布

情

況

が

似

か

よ

っ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

安

積

金

四

郎

の

本

拠

と

し

た

の

は

、

こ

の

舘

と

み

て

ま

ず

間

違

い

か

な

か

ろ

う

。

舘

は

現

存

し

な

い

か

。

航

空

写

真

吻

鵬

唄

や

「

小

坂

村

地

籍

図

」

の

木

八

丁

、

前

の

字

限

図

に

。

舘

の

隣

地

を

生

家

と

し

た

安

藤

褥

三

郎

氏

ａ

ｑ

）

に

、

幼

少

年

期

の

寵

憶

を

り

？

ｔ

土

塁

ａ

な

‰

廿

空

堀

竹

ｌ
‥
冫

惣

尽

擂
　

な

ど

遺

構

の

位

置

を

落

し

て

み

れ

ば

、

長

経

約

匸

一
〇

Ｕ

、

短

経

約

百

日

の

単

濠

単

郭

式

の

方

形

舘

が

復

原

さ

れ

る

。

東

隣

の

字

名

’
前

』

の

地

は

本

癲

舘

の

前

と

呼

ば

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

、

南

東

の

隈

は

こ

の

舘

の

馬

場

我

腎

い
。
『
石

あ

ろ

う

。
　
宿
　
ま
　
第
　
心
　
三
　
第
　
＆

安

禎

氏

は

伊

東

あ

る

い

は

、

工

藤

と

も

称

し

、

工

藤

左

術

門

尉

祐

経

－
伊
ｕ
Ｍ

伊
皿
汰

ｎ

今

Ｓ

Ｉ

自
省
λ
ｗ
亠

聆
９
で
曹

４
諡

’ａ

Ｓ

“
よ
ぞ
・

詆

？

゛
゛
’り

’“

’゙し

の

次

郷

祐

長

を

祖

と

し

。

承

久

の

乱

の

戦

功

と

し

て

磁

介

将

班

藤

原

帆

経

よ

り

’

奥

州

の

安

積

郡

痙

嗤

に

四

十

紅

色

を

暘

わ

っ

て

來

住

し

、

安

積

氏

と

改

め

た

。

室

町

時

代

の

は

じ

め

頃

祐

長

八

世

の

後

裔

拓

時

の

時

、

伊

達

持

宗

に

仕

え

て

麾

下

に

滅

し

た

。

祐

長

六

世

の

孫

安

積

肥

前

重

信

は

、

若

年

に

し

て

父

観

の

女

積

祐

妲

に

死

別

し

。

天

文

の

乱

後

の

天

文

二

十

二

￥

（

一

五

五

三

）

伊

達

睛

宗

に

よ

。

て

、

所

領

が

安

堵

き

れ

、

金

四

郎

又

は

新

左

衛

門

と

称

し

た
・

つ

い

で

伊

遼

輝

家

・

政

宗

の

父

子

に

仕

・
气

天

正

十

三

年

（

一

五

八

五

）

十

月

畋

宗

が

佐

竹

・

蘆

名

氏

な

ど

の

連

合

軍

と

戦

っ

た

、

人

取

橋

の

戦

に

戦

功

を

挙

げ

、

同

十

六

年

郡

山

の

対

陣

に

戦

死

し

た

刀

将

で

あ

り

、

こ

の

頃

主

命

に

よ

り

伊

東

の

姓

に

腹

し

て

い

た

。

こ

の

職

い

に

電

信

が

出

陣

し

て

い

『

た

の

は

、

こ

の

舘

か

ら

で

あ

ろ

う

。

Ｅ

山
公

治
家
ｇ
Ｍ

』

伊
辻
世

臣

｛

’
！

｛
中

匱
武
上

｝
一

石
吽

進

一

献
血
に
7
5名
が
協
力

九
月
六
日
、
県
の
移
動
採
血
車
が

来
町
し
ま
し
心

今
同
は
、
町
内
五

ヶ
所
で
献
血
活
動
を
行
い
、
7
5名
（

申
し
込
み
者
は
1
0
6
名
）
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（

噸

不

同

・

敬
林

略

）

ぞ
　
イ
　
１

す

．

《
一
般
協
力
》

・
武
　
田

哲

也

・
斎

藤

蛻

螻

阿

部

節

子

高

橋
　
　

力

菊

地

玲

’ｒ

安

達

友

占

火

塚

信

子

国

井

洋

子

斎

藤

正

美

雌

形

広

治

・
丹

野

博

之

高

橋

秋

子

高

橋

勝

美

佐

藤

富

子

高

橋

キ
ョ
子

佐

藤

光

信

｛

鬼

わ

さ

び

濘

鷂

｀

安

彦
　

フ
　

サ

（
県
北
中
学
校
》

石

井

由
紀
恵

黒

沢
　

一
　

男

紺

野

よ
し
え

佐

薦

祥

子

斎

鵬
　
　

嫩

《
公
立
藤
田
穐
合
痾
銃
》

中

村

和

利

《
藤
田
小
学
校
》

仙
‥

田

栄

子

《
鴫
商
会
》

阿

部

文

子

片

平

奈
笑
子

佐

ｉ

義

典

半

沢

カ
ッ
子

佐

野

玲

子

一
　

條

由
鳬
子

・
小

林

幸

夫

鴨

Ⅲ

芳

子

菊

地

元

子

・
大

久

好

美

横

山

す
み
え

岡

崎

由

美

佐

藤

キ
イ
子

平

沢

美
代
子

高

柵

良

子

謙

介
　
　

享

松

野

幸
　

一

（
商
工
会
》

梅

月

辰

也

秦
　
　

濟
　

一

高

橋

芳

男

武

田

秀

子

翻
　

口

久

弥

山

崎

順

子

吉

田

と
き
子

大

森

忠

治
郎

・
小

紫

春

雄

・
黒

田

義

雌

《
国
見
町
農
協
》

佐

藤

政

子

菅

野

摶
一
郎

熊

坂

チ
　

ェ

ハ

巻

タ
イ
子

菊

地

冨
紀
子

《
役
崎
》

松

浦

郁

子

遠

Ｉ

笑
智
子

安

藤
　
ふ
く
子

佐

Ｉ

艶

子

東
海
林

忠

雄

紺

野
　
　

搬

俺
久
間

正

髣

・
松

洲

惣
　
一

鎚

水

正

春

佐
久
間
　
ッ
ヤ
子

樋

口

真

弥

朽

木

好

秋

ｋ

藤

幸

輔

鴨

田

善

行

斎

藤

ト
　
ヨ

佐

藤

邦

彦

佐

藤
　
　

力

古

内

賢

藏

鈴

木

哲

也

ひ
と
こ
と

佐藤　幸輔さん

仕
事
で
通
り
か
か

り
た
ら
ち
ょ
う

ど
献
血
バ
ス
が
目
に
止
ま

り
た
の
で

協
力
し
ま
し
た
。
自
分
の
健
康
も
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
し
、
献
血
に
は
よ
く

協
力
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
体
調
も

良
い
の
で
。

朷
に
献
血
し
ま
し
た
。



～

わ

が

町

も

出

店

～

ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し

フ
ェ

ス
テ

ィ

バ
ル

鯏
柵
鳥
県
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し

セ
ン
タ
ー
の
設
立
（
６
月
―
卩
）
を

記
念
し
、
県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
の
成

綮
を
一
堂
に
集
め
た
．
ふ
る
さ
と
産

業
お
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｊ
が
開

催
さ
れ
ま
す
．
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

は
国
見
町
も
参
加
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

一
、
日
　
時

1
0月
2
8
H亠

μ
（
４
日
間
）

二
、
鳩
　
所

南
東
北
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

（
郡
山
市
喜
久
川
町

東
北
自
助

車
郡
山
ぶ
と
な
り
）

－

三
、
内
　
容

○
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
運
動
及

ぴ
卸
柵
島
県
ふ
る
さ
と
産
業
お

こ
し
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ

Ｏ
市
町
村
の
産
業
、
文
化
、
観
光
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ

Ｏ
ふ
る
さ
と
産
品
等
の
展
禾
即
兇

○
郷
上
芸
能
大
会

事
業
主
の
み
な
さ
ん

労
働
保
険
の
加
人
は

お
す
み
で
す
か

労
働
傑
険
（
労
災
保
険
・
凧
川
保

険
）
は
、
労
働
冊
が
労
働
災
輿
や
失

業
等
の
保
険
事
故
の
と
き
必
要
な
保

険
給
付
を
行
な
い
、
生
活
の
安
定
・

吐
会
復
帰
の
促
進
・
叫
就
職
の
促
辿

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
、
労
働
者
一
人
以
上
使
川
し
て
お

れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
４

．

ま
だ
手
続
き
か
お
す
み
で
な
い
方

は
、
今
す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
哭
・
公
批（
職
業
安
定
所
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
．福

島
労
働
基
準
‥
伺

柵
島
県
商
工
労
働
部

6
4
歳
ま
で
の
方
は

国
民
年
金
に
加
人

で
き

ま
す

6
1年
４

月
か

ら

ｔ`
金
制
度

が
変
わ

り
、
6
4
歳

ま
で

の
方
は
国
民

年
金

に

加
入
で
き

る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
．

2
0歳

か
ら
6
0
歳

ま
で
は
公

的
乍
金

（
国
民

年
金
や

学
生
年
金

保
険
な

ど
）

に
必
ず

加
入
し

な
け
れ

だ
な

り
ま
せ

Ｉ

－－－
6
5歳

に
な
る
ま

で
の
川
、

閥
民
年

血

に
加
入
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
本
人
の
任
意
加
人
に
な
り
、

申
出
の
あ
っ
た
ｎ
か
ら
加
入
と
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
6
0歳
に
な

っ
た
ら
翳
目
に
巾
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

農
家

や
自
営
築

行

な
ど
の
第

一
号

肢
保
険

者
の
皆

さ
ん
．

国
民
年
金

の

保
険
料

は
き
ち

ん
と
納

め
て

い
ま

す

か
．

保
険
料

を
納

め
る
こ
と
は
将

火

の
年
金

受
給

と

い
う

最
終
日
‥
漂

を

め

ぎ
す

道
の
り

と
し
て
人

切
な
こ

と
で

す
．老

後
の
さ

さ
え

と
な
る
国
民

年
金

は
、
2
0
歳

か
ら
６０
ａ

ま
で
の
間

、

保

険
料
４
・
納

め
な
け

れ
ば
な
り

ま
せ
ん

．

お
年

寄
り

に
な
・
て

か
ら
納

め
て

お

け

ば
よ
か

っ
た
と

後
悔
す
る

こ
と
の

な

い
よ
う
納

め
忘

れ
の
あ

る
方
は
、

す
ぐ

納

め
ま
し

ょ
う

．

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

建
般
竹
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町

村
の
協
力
の
む
と
に
、
昭
和
6
3年
1
2

月
１
日
に
全
国
に
わ
た
っ
て

’昭
和
6
3

年
住
宅
。需
要
実
態
調
査
』
を
火
施

し
ま
す
。

こ
の
調
爽
は
、
令
国
の
家
庭
の
杵

さ
ん
か
住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
．
ま

た
、
化
宅
の
改
掵
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
計
画
を
お
持
ち
に
な
『

て
い
る

か
な
ど
伺
う
も
の
で
、
国
や
地
方
公

鳶
団
沐
の
化
宅
政
策
を
行
う
う
え
で

爪
要
な
資
糾
と
な
る
も
の
で
す
．

全
国
で
約
９
万
歐
帯
を
対
象
と
し

ま
す
が
、
本
県
で
は
六
千
二
百
戸
に

調
査
を
お
噸
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．

Ｈ
月
ｓ

Ｈ
か
ら
1
2月
７
日
ま
で
の

間
に
調
査
員
か
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
建
ａ

課
郁

巾
整
榻
係

ｉ

八
瓦
－

二
一
一
一
内

線
二
四
二
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

農
地
違
反
転
用
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

今
月
は
『
農
地
違
反
転
刷
防
ｉ
強

化
月
川
』
で
す
。
こ
れ
は
、
農
地
を

無
断
で
転
川
し
た
り
。
許
吋
内
容
に

違
反
す
る
伝
用
の
未
然
防
叱
と
叺
↑瑚

発
見
に
努
め
、
農
地
法
の
適
正
励
行

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
川
途
、
住
宅

地
。
駐
巾
場
を
は
じ
め
、
資
材
置
場

や
道
路
、
山
林
な
ど
に
許
可
な
く
無

断
で
転
川
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
地
は
優
良
農
地
の
保
全
と
有
効

利
用
の
点
か
ら
、
農
地
法
に
よ
っ
て

他
の
川
途
に
転
用
す
る
こ
と
が
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
．

農
地
を
転
用
す
る
に
は
、
一
定
条

件
の
も
と
、
県
知
事
等
の
許
可
か
必

要
と
な
り
ま
す
．
井
可
な
く
転
用
す

る
と
、
も
と
の
奥
地
に
復
元
さ
せ
ら

れ
る
な
ど
、
厳
し

い
措
殴
が
と
ら
れ

ま
す
．

農
地
の
こ
と
は
、
安
易
に
考
え
た

り
、
自
分
勝
手
に
判
断
せ
ず
、
お
近

く
の
農
業
委
員
、
又
は
町
農
業
委
員

会
に
柵
談
し
て
下
さ
い
．

優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
川
を

進
め
、
国
見
町
か
ら
無
断
転
用
、
違

反
転
川
を
な
く
し
ま
し
よ
う
．

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
雪
八
五
－

二
一
一

二

内
線
二
三

四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

今

月

の

納

税

十
月
は
、
町
県
民
脱
・
国
艮
健
康

保
険
睨
（
第
三
期
）
の
納
脱
の
月
で

す
．お

忘
れ
な
く
．
納
期
内
（
十
月
三

ト

ー
日
ま
で
）
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
．

～
完
納
で
、
笑
飯
の
た
え
な
い

町
づ
く
り
～



ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル

地
域
に
強
制
抑
留

さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ

こ
の
た
び
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

羞
金
節
に
閲
す
る
法
律
が
成
立
し
、

同
法
に
基
づ
い
て
戦
後
、
ソ
遮
又
は

モ
ン
ゴ
ル
の
地
城
に
お
い
て
強
制
抑

留
さ
れ
た
方
で
卩
本
に
帰
還
し
た
戦

後
強
制
抑
留
者
又
は
そ
の
遭
族
に
慰

労
品
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち

年
金
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
な
い
方

に
は
、
更
に
慰
労
金
と
し
て
Ｓ
万
円

（
２
年
償
還
の
記
名
国
債
ｙ

を
支
袷

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

慰
労
品
の
贈
呈
及
び
慰
労
金
の
支

給
は
請
求
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
慰
労
品
・
慰

労
金
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
方
は
．

平
和
听
念
事
業
特
別
基
金
か
ら
請
求

書
を
受
け
取
り
必
要
な
Ｕ
‥
類
を
添
え

て
『
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
』
あ

て
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
煩
は
役
場
住
民
課

襠
祉
係
に
も
毆
い
て
あ
り
ま
す
。

請
求
期
隈
は
、
慰
労
晶
・
慰
労
金

と
も
昭
和
Ｑ
年
８
月
１
日
か
ら
昭
和
6
8

年
３
月
3
1日
ま
で
で
す
。

※
書
類
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
Ⅲ

東
京
都
文
京
Ｋ
大
塚
５
－

３

－
1
3

平
和
折
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第

２
踝

（

茜
○
三
ｌ

九
四

五
－

四

七
〇
三
）

予
約
受
付
中

～

県

民
手

帳

、
す
が

た

、

県
勢
要
覧
～

町
企
両
課
で
は
、
県
民
手
帳
、
福

鳥
県
の
す
か
た
、
県
勢
要
覧
の
昭
和

六
十
四
年
度
版
の
予
杓
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
．
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
．
ぜ
ひ
、

．
家
に
一
冊

お
隶
め
く
だ
さ
い
．

▽
県
民

手
帳
（

価
格
一一一
百

五
十

円
）

○
最
新
の
統
計
資
料

○
日
常
生
活
に
役
立
つ
便
覧

○
使
い
易

い
月
間
予
定
表
と
日
記

編

▽
県
の
す

が
た
（

価
格
三

百
五

十
円
）

○
福

鳥
県
の
最

新
版
地

図

○
県

の
す
か

た
を
統
計

数
値
及

び

グ
ラ

フ
で

表
示

Ｏ
県
内
ｔ
川
町
村

ご

と
の
統
計

資
料

が
ひ
と
目
で

わ

か
り
ま
す

▽
県
勢
要
覧
（
価
格
千
三
百
円
）

○
県
勢
が
ひ
と
Ｈ
で
わ
か
る
総
合

資
料
普
及
版

Ｏ
市
町
村
・
都
遺
府
県
の
新
し
い

資
料

○
図
表
入
り
で
わ
か
り
や
す
く
解

脱

※
お
巾
し
込
み
は
Ｍ
月
3
1日
ま
で
に
．

お
近
ぐ
の
統
計
調
在
ｎ

ま
た
は
役
場

企
画
課
｛

霤
八
五
一

二
一

二

内
線

こ
五
二
、
有
線
四
一
七
五

｝
へ
直
接

か
電
話
で
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
籍
図
原
図
・

地
籍
簿
案
の

閲
覧
に
つ
い
て

町
で
は
、
6
2年
度
に
お
い
て
大
技

地
Ｋ
の
国
上
｛
地
籍
｝
調
査
を
実
施

敖
し
ま
し
た
か
、
今
般
地
籍
図
原
図

と
地
筋
簿
案
が
出
来
上
り
ま
し
た
の

で
、
1
1月
1
5卩
か
ら
り一
月
４
日
ま
で

の
2
0日
間
、
町
役
場
に
お
い
て
一
般

の
閲
覧
に
供
し
ま
す
．

こ
の
閲
覧
は
．
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
行
な
わ
れ
ま
す
．
図
面
と
簿
冊

の
公
開
を
し
、
誤
り
か
あ
れ
ば
訂
正

の
申
し
出
に
よ
り
再
調
査
し
、
修
正

を
行
う
制
度
で
あ
り
、
誤
り
の
発
見

修
正
を
行
う
こ
と
で
調
査
の
正
確
性

を
期
し
、
正
し
い
む
の
で
あ
れ
ば
承

認
を
受
け
る
こ
と
か
目
的
で
す
．

戸 籍 の 窓 口
（ ９日 受 付 分）

出生おめでとうご ざい ます

子 の 名 保 加 者　 部 落

雎 二(ゆ う じ)  勇 男 光 明 寺

竜 万{た つ 幻阿部 浩信 宮　 柬

裕 谷 (  ゆ　 か}宍戸 嘉美 石毋田亅二

智 秀{ともひで}搗瀬 秀夫 宮･f 南

祐 貴{ゆ う き}市川 厚二 第　 二

雅 彦(まさひこ)谷津 光昭　.E　 野

１ 忍 ４し の ぷ)武||| 則夫 小　 坂
l亜沙芙(あ さ み)ｆ 野 勇一 山  館

:住　鄒{ii い な3訛蕕 弘美 第　 三

i奈津衣(な つ え)佐藤　 孝 町　 東

：　凖( じ ゅ ん)安達 政誥 鶫　 町

i拓 哉(た く や)奥山 陽七 綿　 谷

結婚おめでとうござい ます

氏　　名
夲 Ⅲ 晴　黄
疸 Ⅲ 登 英
伊 東 ・ 永
伊 藤 富士子
遠 藤 仲　・
神 肝 眞111美

部 落
寓　 火

宮 町『恫

緋　 谷

宮 城 県

第　 一

福 島 市

おく やみ申し 上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落
岩 城 健　-･　　25　　川　内

洒 并　　 保　　82　　 高　城
膏 野　キ　チ　　72　　 板　 擒
阿 部 サ　ク　　87　　宮・1北
１ 澤 忠 ・　　60　　大 木ji

人 口 と 世 帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

口

一男5,794 人 （＋ ２）

･女6.243 人(  十 4 》

･計 12  ､ 7 人(  十 6 )

世 帯 数 921 戸（十ｌ）

転 入　18人

転 出　19人

出　生12 人

死 亡　５人

心配ごと相談日
場所：役場二階相談塞IS 眞入11からお人９下さい｝

時間：９時～12畤

こ まったことや、相談ごとがちりましたら、

お飢軽にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。
〔相 鮫 員〕

10月 日 ( 火）阿部 佼恒・村上ミチ子

11月５日（土）後藤　 －・玉手マルヨ

11川 日 ( 火）高橋藤右工門・安藤トヨ

10月　 神無月（ かんなづき）

l叩 （火）統計の卩

加日 ( 木 ｰ えぴす講

四 日 ( 剛 粛 降

電信電話記念日

27日（木）読宙題 間

11月 霜月（しもつき）

口l （火）教育文化遇岡

３日（木）文化の日

７卩（月）立 冬

151ﾖ（火）七五三



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

魯8  5 ｰ 2 6 7 6

（布)  4  1  5  6

森
山
婦
人
部
チ
ー
ム
優
勝

～
第
六
回
町
長
杯
争
奪

ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
大

会
～

第
六
凹
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
十
月
一
、
二
口
の
両
日

雨
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
年
々
盛
ん
に
な

り
、
今
で
は
室
内
で
も
楽
し
め
る
ゲ

ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
十
ハ
チ

ー
ム
か
参
加
、

激
戦
の
末
、
森
山
婦
人
部
チ
ー
ム
か

男
7
.チ
ー
ム
を
退
け
て
み

ご
と
優
勝

し
ま
し
た
、

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　

森
山
婦
人
郎

串
優
勝
　

小
坂
栄
寿
会

第
こ
．位
　

藤
田
第
二
長
郎
会

″
　
　

山
崎
長
寿
会
Ｂ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

教
室
を
終
え
て

斎
藤
　
正
美

・国
見
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
か
、
他

の

市

町

村

に

比

べ

て

大

き

く

発

展

し

て

い

る

こ

と

は

、

近

隣

町

村

が

み

な

認

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

．

そ

れ

は

．

町

教

育

委

員

会

と

公

民

館

、

そ

し

て

町

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

か

強

力

に

肩

人

れ

し

て

ド

さ

っ

て

い

る

か

ら

で

、

私

達

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

愛

好

き

か

ほ

こ

り

と

も

し

、

し

あ

わ

せ

を

感

じ

て

お

り

ま

す

．

そ

の

‥

つ

に

、

川

年

ほ

ど

前

か

ら

、

阿

沖

貿

志

学

級

に

ゲ

ー

ト

ポ

ー

ル

教

室

を

も

う

け

て

下

き

．

た

乍

で

す

．
（

り
甲

も

£

川

か

ら

五

回

闘

琳

い

た

し

ま

し

た

．

生

徒

畋

は

．
．
十

歓

名

で

、

う

ち

初

心

者

の

み

か

ｔ

数

近

く

お

り

ま

す

川

溝

式

は

九

川

卜

九

卜

に

行

い

ま

し

た

が

、

勉

強

の

成

果

を

た

め

す

た

め

Ｅ

チ

ー

ム

に

別

れ

て

リ

ー

グ

戦

を

し

ま

し

た

．

強

者

、

弱

き

ｆ

均

十

る

様

に

チ

ー

ム

を

編

成

し

九

時

四

卜

分

競

技

開

始

、

じ

川

戦

に

突

人

、

い

ず

れ

も

．
点

を

争

う

好

ゲ

ー

ム

を

展

川

し

、

せ

り
（

１１

つ

て

は

’ｆｒ

に

汗

を

槻

り

、

好

プ

レ

ー

に

は

拍

手

か

っ

さ

い

あ

り

Ｆ

１

時

過

ぎ

ま

で

熱

戦

が

続

き

ま

し

た

．竸

技

心

祚

え

て

閉

講

式

を

行

い

、

町

保

健

課

か

ら

、

高

ぺｎ

者

Ｘ

ポ

Ｃ

ツ

奨

励

の

記

念

品

を

い

た

だ

き

、

す

か

す

か

し

い

気

持

で

解

散

し

ま

し

た
『
　

恥

甲

乙

ま

た

、

多

数

の

受

講

生

の

参

加

で

、

町

の

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

か

、

ま

す

ま

す

盛

ん

に

な

る

よ

う

の

ぞ

ん

で

お

り

ま

す

．

▲雨の中の戦いでした

４なごやかな雰囲友のゲートポール教室

ス ポ ー ツ だ よ り
◇都遭府県対抗第31回東日本縦断駅伝競走大会

とき　Ｈ 月 川| （火）’|㈲jlO畤45分役場前晒過予定

◇第12回国見町内一周駅伝競走大会

と き　11 川6 11 （ll ） 小巾 拠行

す 前 9  時開 会　10 畤 ス タート

ところ　 川 見町 役場加 （町内･ 川）

な加資格
1｡町民 並びに 町内に 勤廊す るg‘

こ1.人字11卜位 でのチ ーム編成 とす る

:1.廠増 、職 城での 参jllを露 める

･1.11 部1,n体 登録 者は 餘く

5.身 体強健 であ る こと

禰別

○･ 般の郎
0111 学 生 男f ‥‥‥‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥　 ‥ ‥ ‥2 名

０ 星5歳 以ll の 男 子 （･11学 生 は 除 く ） … … ２ 名

020 歳 代 … … … … … … … … … … … … …… ２ 名

Ｃ３０歳 代 … … … … … … … … … … … … … ２ 令

０４０歳 以 上‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ 名

○ な 子 （中 学 生 以| こ） … … … … … … … … １ 名

○中学生の郎・高校生の郎

○チームに女子１名以上を含む

０ 職場・職城の部
ぐ=城 代 ‥　 ……… ……… ……… ５ 名

ｃ 城 代…… ………… …… ………… …… ３名

９●訓l決 代 ‥‥‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １名

ワ な･r………… …… ……… …… ……………1 名

※SF令以Ｆに９録することかできる

※Sll令起算は11月111 現在

※各部とも３チー･ム以･Ｆの場合オーブン参加とする

※地域内により編成

※巾し込み後の走順の変更は、認めない

参加申込　申込川紙に記人のうえ10刀31口之公民館へ。

区間　女子は第2  区 ､ 40歳以上は第10【S（を走行する。

その他はオープンとする。

監悍会議　日月 川l （火）午後７時30分公民節におい

て行なう。

◇第３回国見町ソフトスポーツ少年団駅伝競技大会

と　き　1口に 0 日 ( 日 》 午後１時スタート

ところ　藤田小学校スタート （町内一周）

参　加 町内・町外より25チーム



阿
津
賀
志
学
級

会
津
旅
行
雑
感

藤
田
　

勝
衛

私
た
ち
七
十
一
名
は
九
月
八
日
。

九
日
の
二
日
間
、
会
津
方
面
へ
の
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
私
は
旅
が
好

き
で
、
旅
に
出
る
と
必
ず
何
か
未
知

の
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
か
で
き
る
。

こ
れ
か
私
の
旅
へ
の
郷
愁
な
の
で
す
。

郷
愁
な
ど
と
言
う
と
お
か
し
い
と
思

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
。
私
に
は
め

・

た
に
帰
ら
な
い
故
郷
を
訪
ね
る
心

境
な
の
で
す
。

会
津
村
は
あ
の
五
十
七
卩
の
巨
大

な
慈
母
観
音
像
と
。
そ
の
前
に
ひ
ら

け
た
二
十
万
平
方
じ
に
近
い
大
園
庭

が
広
が
り
、
何
百
個
と
い
う
大
石
で

築
か
れ
た
石
堤
、
そ
れ
に
直
径
一
Ｕ

的
後
も
あ
る
大
石
を
よ
く
も
運
ん
で

来
た
も
の
と
感
心
し
ま
し
た
。
し
か

も
、
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
、
池
。
土
産

品
店
や
、
今
時
珍
し
い
馬
車
な
ど
か

助
い
て
お
り
、
東
北
で
は
ち
ょ
っ
と

見
ら
れ
な
い
風
景
で
す
。

会
津
藩
校
日
新
館
は
会
津
村
の
す

ぐ
近
く
に
あ
り
、
昔
の
藩
校
を
復
元

し
た
も
の
で
、
真
新
し
い
広
い
校
舎

は
予
想
外
で
し
た
。
そ
の
機
能
に
よ

り
部
屋
か
分
か
れ
て
お
り
、
医
学
や

天
文
学
ま
で
教
え
た
一
大
学
問
の
殿

堂
で
。
儒
教
を
中
心
と
し
た
総
合
教

育
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
の
学

問
の
し
か
た
か
、
こ
の
建
物
に
象
徴

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ
れ
に

よ
コ

、会
津
藩
士
の
子
弟
を
教
育
し
『

会
津
魂
の
根
本
を
創
造
し
た
反
面
、

鹿
民
の
教
育
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
。
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
し
た
。

磐
梯
山
喰
火
記
念
館
は
建
物
は
立

派
で
し
た
か
。
内
容
か
物
足
り
な
く
、

私
の
感
じ
方
か
悪
か
・

た
の
か
平
凡

で
感
激
が
薄
く
残
念
で
し
た
。
し
か

し
、
噴
火
当
時
の
悲
惨
さ
か
思
い
如

ら
れ
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

中
の
沢
温
泉
は
昔
の
面
彫
は
な
く
、

変
遷
の
連
い
現
代
で
は
当
た
り
前
の

こ
と
な
の
か
、
ど
こ
の
温
泉
に
行
っ

て
も
変
わ
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
今
回
の
旅
行
も
私
の

楽
し

い
思

い
出
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま

し
た
。

Ａ磐梯山噴火記倉館前で紀倉撮彫

国見町 文化祭のお知らせ
Ｓ̈術の秋̈ を迎え、Ｆ記により文化祭を開催

いたしますので町民多敏のみのご来場をお待ら

いたします．

記

◇什乱艇小　 （場所：体育郎）

月 3 日～６日　４口間

午前９畤から午後５時 まで

（6 11は午後２時まで）

※Ｈ月３日に。米消賢拡大恥業として，おに

ぎりの試食会か侃されます。

◇芸能発表会　 （場所：公民館）

11月 日 ( 日 》

午加l｛j畤ヽ11畤３０分………良楽祭

午後１後～４畤…………芸能第１郎

11J=j231･|（木・祝川
午前９畤～ 午後３畤 …･･芸艇第２郎

修学旅行

十
月
は
高
校
生
の
修
学
旅
行
姿

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
バ
ス
タ
オ

ル
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
パ
ジ
ャ
マ
ま

で
持
ち
歩
く
子
が
多
く
、
大
き
な

バ
ッ
グ
が
目
立
ち
ま
す
。
高
校
生

は
二
年
の
秋
、
中
学
生
は
三
年
の

聯
、
小

牛
生

は
六
年

の
麕

に

修
学

旅
行
に

出
る
の

が
普
通

で
す
。
平

均
日

数
は
高
校
生
は

四
泊
五
日
、
中
学
生
は
二
泊

三

日
、
小
学

生
は
一
泊
二
日

。

小

掌
生

の
目
的

地
は
、

近

隣
の

観
光
地

や
史

跡
、
中

・

高
校

生
の
人

気
ペ

ス
ト
３

は

京

都
、
長

野
、
東

京
。
長

野

は
ス

キ
ー

や
高
原

の
旅
、

東

京
は
、
プ
ロ
野
球
観
峨
、
原
宿
、

そ
し
て
千
葉
県
に
あ
る
大
規
模
遊

園
地
が
お
目
当
て
。
公
害
が
問
題

に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
は
東
京
の
人

気
は
ガ
タ
落
ち
だ
っ
た
の
が
、
ま

た
人
気
上
昇
中
と
か
。

「
最
近
は
『

ワ
イ
あ
た
り
ま
で

足
を
延
ば
す
そ
う
で
す
ね
』
と
大

手
旅
行
業
者
に
聞
い
た
ら
、
「
『

ワ
イ
に
は
気
軽
に
行
か
れ
ま
す
よ
。

ワ

シ
ン
ト
ン
ま
で
行
っ
た
高
校
も

あ
り
ま
す
』
と
の
こ
と
。
ち
な
み

に
、
今
年
度
の
海
外
修
学
旅
行
は

五
万
人
に
な
る
見
込
み
。
一
方
、

海
外
か
ら
日
本
へ
の
修
学
旅
行
は
、

ほ
と
ん
ど
な
し
。
と
い
う
の

は
、
欧
米
諸
国

に
は
修
学
旅

行
の
習
慣
が
な
い
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
本
独

特
の
修
学
旅
行
は
実
は
百
一

年
も
前
か
ら
あ
っ
た
と
か
。

擲
日
本
修
掌
旅
行
協
会
に
よ

る
と
、
明
治
十
一
年
に
東
京

師
範
学
校
の
生
徒
が
十
一
日

か
け
て
千
葉
県
の
房
総
半
島

を
回

っ

た
紀
録

が

あ
っ
て
、

昨
年

が
百
年
記

念

の
年

だ
っ
た

と
い
う

の
で
す

。

そ
の

修
学

旅
行

の
生
徒
の

胸
に

赤
い
羽

根
が
目

立

ち
ま
す
。

十
月

一
日
一

十

二
月

三

十
一
日

ま
で
は

、

共
岡
募

金
の

運
動

期
間
で

す
。
今

年
の

全
国

の
共
通

特
別
配

分
テ
ー

マ
は

、『
障

害
者

が
働
く
小

規
模

共

同
作

業
所
、

在
宅

老
人
介

護
援

助

事
業
へ
の
配

分
』
と
な
っ
て
い
ま
す

。



テ
ン
ト
村
作
戦
を
展
開

『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
助
』
の

一
環
と
し
て
’

町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
は
、
小
雨
か
降
る
九
月
二
十

九
日
に
貝
田
で
、
桑
折
警
察
署
貝
、

交
通
安
全
協
会
各
支
部
会
の
役
員
、

母
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
テ
ン

ト
村
を
央
施
し
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

貝
田
で
は
、
県
境
の
国
道
四
号
で
、

宮
城
県
か
ら
入
っ
て
く
る
ド
ラ
イ

パ

１
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
チ
ラ

シ
を
配
り
、
『
安
全
迎
転
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
』
と
呼
び
か
け
ま
し
た
．

タ
イ
か
ら

農
業
研
修
生

タ
イ
か
ら
の
農
業
研
修
生
か
、
山

崎
北
の
八
鳥
富
一
さ
ん
（
山
崎
字
巾

川
的
1
8）
宅
で
、
今
年
四
月
末
か
ら

実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
人
は
、
ア
ー
テ
ッ
ト
・
セ
エ

ン
セ
エ
ン
さ
ん
（
二
十
二
歳
）
。ア
ー

テ

。
卜
さ
ん
は
、
ア
セ
ア
ン
研
修
生

の
ひ
と
り
と
し
て
来
日
し
、
十
一
川

末
ま
で
の
杓
七
ヶ
月
間
、
七
に
養
ほ

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
八
島
さ
ん
も
ヨ
ー
ロ
ー
（

、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
研
修
を
し
た
経
験

か
あ
り
、

二

冊
気
を
使
う
の
は
ア

ー
テ

。
卜
さ
ん
の
健
康
。
限
の
特
性

を
よ
く
知
り
、
エ
サ
作
り
の
テ
ク
ニ

″
ク
を
教
え
た
い
．
さ
ら
に
、
こ
の

研
修
期
間
中
に
米
作
に
つ
い
て
も
教

え
た
い
Ｊ
と
語
こ

ヽ
い
ま
し
た
．
ま

た
、
ア
ー
テ
フ
ト
さ
ん
は
『
生
僑
や

習
慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
こ
の
機

会
に
養
豚
、
米
作
を
し

、
か
り
研
修

し
た
い
Ｊ
と
は
り
き

｀
て
い
ま
し
た
．

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で

交
通
安
全
Ｐ
Ｒ

小
坂
小
学
校
（
安
藤
義
古
校
長
）

で
、
『
秋
の
女
通
安
全
運
動
』
川
川

中
の
九
川
二
十
九
日
、

『
交
通
パ
レ

ー
ド
で
、
児
童
と
地
城
住
民
に
交
通

に
対
す
る
安
ふｔ
意
識
を
商
め
よ
う
』

と
、
全
校
児
爪
が
参
加
し
て
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
を
尖
施
し
ま
し
た
．

午
前
十
時
半
、
校
艮
先
生
の
お
話

し
を
闘
い
た
後
、
パ
ト
カ
ー
を
先
頭

に
小
坂
匚
泉
田
間
を
約
四
十
分
か
け

て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

赤
と
自
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
バ

ト
ン
隊
に
。
た
て
笛
や
ピ
ア
ニ
カ
の

児
康
か
続
き
、
マ
ー
チ
な
ど
を
演
奏

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
交
通
安
全
協
会
小
坂
部

会
役
只
や
交
辿
安
全
小
坂
ほ
の
会
、

防
犯
協
会
小
坂
支
郎
役
・貝
な
ど
の
方

々
の
協
力
で
、
街
頭
に
繰
り
出
し
た

地
城
住
民
ら
に
チ
ラ
シ
や
テ

ぞ
ご
ｙ

ユ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

糖
尿
病
教
室

開
か
れ
る

～
自
分
の
体
は
自
分
で
管
理
～

町
保
健
諜
主
催
の

『
糖
眼
病
教
室
』

が
、
八
月
二
十
円
日
、
三
十
一
日
、

九
月
六
日
の
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

延
べ
二
百
四
十
五
名
の
方
が
受
溝
し

ま
し
た
．

講
師
に
は
公
立
藤
田
総
合
病
院
の

鈴
木
邦
夫
先
生
、
栄
養
士
の
柑
野
真

佐
7
.さ
ん
を
迎
え
、
糖
尿
病
の
概
念

と
治
療
法
、
糖
尿
病
で
は
特
に
た
い

せ
つ
な
食
事
療
法
に
つ
い
て
は
調
理

実
習
も
ま
じ
え
て
学
習
し
ま
し
た
．

講
習
会
最
終
日
の
九
月
六
日
は
、

紺
野
栄
養
士
さ
ん
の
指
碑
で
．
家
庭

で
も
手
軽
に
で
き
る
料
理
と
し
て

’

揚
げ
な
す
の
そ
ぼ
ろ
ろ
ん
か
け
』
を

作
り
、
受
鱗
者
全
八
で
会
食
し
ま
し

た
．受

溝
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
今
後

の
継
康
竹
理
に
役
立
て
よ
う
と
、
真

剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
．

編
集
日
記

森
江
野
季
節
保
青
所
の
い
も
煮
会

を
取
材
に
行
っ
て
、
役
呀
で
い
っ
し

よ
に
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
’ｒ

ど
も
た
ち
は
、
ほ
っ
ぺ
に
お
に
ぎ
り

の
ご
飯
粒
を
く

。つ
つ
け
な
が
ら
、
人

き
な
凵
を
あ
け
て
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て

い
ま
し
た
。
い
も
煮
会
、
遠
足
、

迦
動
会
…
…
お
い
し
い
で
す
ね
。
空

気
の
澄
ん
だ
野
外
で
の
食
小
。

卜
Ｈ

に
入
り
、
い
よ
い
よ
秋
本
蕎
。

芸
術
の
秋
、
読
Ｒ
‥
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
狄
ｉ：
と
「
秋
」
は
何
を
す
る
に
も

良

い
季
節
。
最
近
、
人
っ
て
し
ま
い

服
が
刷
屈
に
。
私
は
、
今
年
も
食
欲

の
秋
で
終
わ
り
そ
う
で
す
。
｛
Ｋ
ｙ

･

　
望
　
当

　
三

　
漾

　
０

　
三

　
三

町
人
字
藤
Ⅲ
字

．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
１

一
九
六
配
Ｉ

．
匕
　

ｓ

二
二

．円
八
一
’叭
瓦
Ｉ
．
．

：

一
代
蠢
）

▲「安全運転に心掛けて下さい」

▲アーテットさんと八鳥さん

▲パレードで交通安全をよぴかけ

▲熱心に調理実習
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